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軸串串駄骨軒感軒顆重態曲‡う哨由準軸・蛸帯領軸痕轟嘩嘩醐唾  
組醐髄．燻塩敵  

軍軸春笥華南申劫鹿敵泰郎呵鴫僻耳朝嘘革帯那草鞋轟坪野も癖車庫垂尊重痍  
も恕息h－艶痴瑚拙且甜墟轍鉦鮎L或虹鶴・   

㌢琶・捕醐＝博樹・・閻阻酎削銅．御嵩む崩肝腎華隣一鞄構蝉彿蘭漬封ず転せ稽苛酵聖阿哲  
準月軸軒嚇萄癖痛軸融和嘩韓瑚暁軸梅軒直撃癖垂嘩廟嘲  
＝軍部．柄降塾一劫祉艦■し鮎翳り惑乱主＝嶺ぬ購艶嶽ご球磨旭∫  
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鮪7回■日本寛朋・盛胞性肺疾患学会総会開催   

当院が朋催鹿瀬世話す昇華同規模伯腐瑠噌誠確酎．れてb．1鹿すが、碑年か転戦免官昏．回目ヰ禅  

7同日幸先牌・駕胞拙肺癌癖常会嘩会F生長：当囁殿本田呼陛野斡師韓卜が札嘩摩制東学記  

念ホール帆幌市中鵜匠ユ虹由甘、て甫扱き軋煮Lたヨ   

総会は、9月5日 墟才＝ト6日 モ上｝斡醍日間，堂．国掛ら匪師背抑研究者1呼0轟萄群革  

加L．盛会抱こおこな由軋まLた右  

消防訓練を尭施一夜開に密猟発生を想定一   

冒月望4日札幌両隣災協恵由協力を得て、夜間帰従事者が少ない体制を曲喧し、避♯鹿億  

点に置いた訓棟を行いました。訓練は∴確便所棟ヰ隙から出火．守護師による観潮消火が失  

敗Lたと想定、他の嫡疎からの応撞膚とともに、どれくらい鞄時間で入院患者重んを撫事避  

難・誘導できるか奇計る脾で行わ耗まLた。   

消防等では鋸誠頼痺目標に指導してい鼓す軌揖蓮・護送患者を含む男6病棟狩生入院  

患者瓜連操患d舟4拙守完∫しせ加療を酪TLまLた。   

〔  
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病院紹介シリ  研究蹄昏  J牌   

末梢血幹細胞（CD畠4陽性細胞）を用いた血管再生治療の試み   

辛謹がしびれる。撫先が冷たk、撼巴がす  

亀。痛みがある。そぅい一つた腰・軌動脈硬化  

常パー雷ヤー病、それに髄裸病抑感化などに  

：とる手足卵血行陣嘗が馳ゎれます。   

行ねれてい果す‖   

しかし軸蛮性血脈硬化醸や′く－諾ヤー南i  

そ．れは糖賊病の蒔イヒなど群ある鼻面きんの身  

体にとって杜、大きな負担になるのです」   

こ即よう嶽病気になっ昔L孟りた息衝さん  

はもともとと晶腑の働きが悪い笹ど、他め摘  

誠ポあることが番いかち‾Fす，な丸とか身体  

に魚損なく出尭ないだ恕包か。   

そこで私達は血醸時中にあるCD思4博雅  

軸胞というも即を畔確な撒拙を仕っ甘顛赦す  

ること暫碍包軋る、末梢血採取法という．経  

で張鮭Lてみ来した、   

血脾に披細胞が純倒するた軌に必惑な政義  

や栄養分が人勺ていますv．伽督■揮此帝が身体  

田すみずみまで稚くた斡卵油り遇ですL   

もLモの血管が許崖草てしまりた在ら思朗  

先の細胞に幣薪や栄華が手〒きません－此兢が  

行くこと郎野垂加佃野府細胞凪拙宅軌二や  

せ癒ぇ死んでL王います王   

紳唯が死んでしまうと、そ昭うち手足は無  

電密包Lて墟酷⊥てしまい鳶すから、そ碍著  

書にLておけ蓋せ血．境念ながら羊蹄してそ  

脚部分暫触うことにな督表す。   

母までは重度の血行暗算による晴海になっ  

．た場合、鹿構に仕二肌ような形で鮒額が終  

わってい史し軋   

なんとか来朝な手足を尖和聴い貯酔はない  

だるう机モニで私達はぶ輔血繰鮒個という  

聴を草耶部分に注射．Lて斯」く血管を作る再  

生酢鮮を試み治療し背いよす｝   

′ヽ  

指揮串＃蹄骨髄都」しますぃ草屋即しび払  

ヤ痛良などあ諺脇善くわLく槙恵三Lて」な  

ぜ、ど＝がど拍ようになって症状僻Ⅲている  

距か開成ます．モ田植軋こ抑胎僚の対轟と  

なる捕寵だと思われ一己もす引ここ即方法を洗  

みるオバナではあ填ません。唯ず今まで行離乳  

ている方睦とLて．、他の薬やチlミ射痙どで胎鮮  

寂してみ生す】こ九で故啓Lない樹榊ま、聞  

E甘Lまった血常置軍師で他聞血管に代用さ  

せ私ことも純み圭すた   

それでも韓ちなせヽ患者古んがこの碑観二人  

る出です亡 工軋は新Lい抵錦ぶ地盤軸うと垂  

は安生密窮⊥に考え呑から骨す巾  

鞄樺にはまず．こ抑棉醸肛よって患者さん  

椚身掛二薪Lい間騒がおきないか、構音盤」  

′■I   

一・部将東学酔研究では次郎よ育な雑件があ  

りました．   

それは同車楓亘硬化症酪患者さんから一陣  

喋畢樟樺という細野針椅世移植拍叫と1伺じよ  

うたLて振り、血鮎僻苦のあ庖草儲克儲射す  

ることで血管再生をみとめたと廿昂も申で  

す】   

ここでいう骨髄採政府蕃吐は、常連の偉＃  

な人には奄く開運がない安食な操作です一   

白血鼎など更骨髄パンクに堤線擾乱た如か  

転撫牌Lていただくことは、l憤で性普通に  

ます■F   

心臓辞蛸気骨肺  

押桐‾窓ほ特に注意  

が必華です中   

欧に血披相中即  

日血球細胞恕埼畢  

す薬を4■別冊旺射  仁n・34牌性細胞の採取  
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掛錦惚菅軋背嵐三癖碑監腫£掛連番陽煉鞄．■  

嗣咋廟軋轟認印．顧痺軸轍  
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港亜L晋戯鞄触鞋鮮温習窄噂‾最軋  

ニ津嘩超絶習癖軒彗星感触艇執政臨   

・．醜嘲・軸嚢柵宙励車輪閤嘩  
蘭越劫廠亜撼戒律捕虹・草画離弥痘痕敵組臆  
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聴庖鹿蘭劫聴許骨覿  
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轟貯軌青酸・1膚認鮎腑幻他意蛭牒嘗色購整  
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療軍廟由痕軒廟軸嘩庸義和尭癖葡車  
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、鰯睡．、．嘩弾巴一甲軸寧癖諏席垂直嘗車重電  
如革  

身柄堅強鯉鞋確諷寧串甘癖恕婚囁嘩蹄ギ  
薄塩直島由‡醜草鞋葡恕朝索施触由藍≡  

荘響晋料1葦蝋  

函廟触噛蝿軸頭重田磯野軸転  
出勤鮎車誌萄軌義金七酌噌離・  

乳酪部長 ■僅蘭て堀酢 卓  

′■ヽ  

≠▲‘‘  ′、  

治療前  治療後  

静療前指摘先に蹄や計曙温度の低い事を  

示す部分が見られる。右側は治療榛で指  

先まで体温が届いことを示している  

二■   

F  

左治療前の潰痛が中央で徐々に減少し右  

由普通㊥届に改菌された  
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ぽうとl‾‾．ぱ書物繊維。不溶性と水清性の両方を皐〈含んでい長のが特徴です卓  

◎址目の架1囁喧  

ll  ■  ＿晶＿＿＿  ■  

ー永に薄けるが人Ⅶの体内でば摘牡き丸軌、  

■粘度が高く一緒l＝食べたものと礪ぎり貴い  

ゼリー状になって小腸までゆっ〈別路酎十栄  

暮兼の吸収を租やかにする  

・♯床痍、高血圧、動脈硬化．肥満由予防に  

効果的  

・．水に薄けず再帰で水分を吸収し任  

のかさをl■やす  

・排便がスムーズにな加有村便秘の  

改書に役立つ  

・体内の有害物千を吸着L体外に排  

泄する  ′ヽ．   

曲事ま新岬に  

包‾んで冷暗所で保存  

＃tl  

外来啓寮担当一覧  

月  火 止  林  塾  土  

中細  ■中線  年商  千絵  中称  中衛  中称  ・牛踵  年飾  平壌  午前   

・J＿：二■  

中 興   奉■世   今井 小筆粁  木叫  費■柁 
兼 加耕 重世   

子酎ヒ埠斡   
＃ ■挿  権 田  J三 見  腐．藤．  ・■－ J・  川庸  

■ロ   

絆喧丑料1♯．由  束・印  
♯‾面  

車 軸  奉 囲一  

惰醸 樟Ill 舟 山  

即時  
外 ♯  

l  l   

堀・江   野田  糞■代 
・’．且．、   

車  

＝■＝ ■古山 t   

劇  革■由 蝉  革帯   
林・鱒  

′ト如何   喪 由  車■ 蛸  ・東・■■搬   脊．軒  柴 田  単項  常 出 

；．■㌻・  モ  0  0  ．由  

＃ 料   瞳鵬   底地  佐 相  佐． 准．拍  鹿 掛   

．彗十ン浬  
けニッ：ク  

自．ヰ 
l  自 崎  

申■・尾・・  申雇‾  

端甲印・ヰヒ革新阜臓鞘離琴』闇当いたLますi  
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味恩宜  嵩拘耳車載坤」嘩璃■Ⅰ：器L苛葡脚牢轡準閻ヂ密  

春由嘩熊鉛鹿龍庫節由発顧帯帥撃嘩筆戦岬   

語脚埼鮭抑だ愚息ゴ奇癖諒恕軸虹水着細腰  

け垣劫甜丸紅劫塚たせ  

旭恥馳垂舶己触軒あ■即嘩割   

軒静聴館瓢箪乗師斡掛嘩啓蟄曙喘喪   

輌佃親睦頑懐掛削軸純増應掛軸嗣柑  

瓜職転施血が出ぜ転私有由疲正春最短羞恕車  

重担帝嘩恩師き軍兵費な声嘩兎モ』ま諒恕   

醐草野萌■キ庵旺背供郡確野郎弾申印嘩孝  

弘■購酵出億連辞乍官許声由替地韓育掛毎．尭  

辞脚離墟増せ．鹿恵転痕や酷掛屯七孟虹早  

婚詔由噴泉咄声軸足鹿古虐革磨竃簸ね昔車転J  

・と磨朝措辞■し写植駄樺電撃嘩苧草草野専一鼻  

鶴酢と乱数切鮮血如七曙恕蓉町で手簡宙  

顔恕蕗忠恕感癖．モ僻脚潜ん膣海山可患轟癒  

・甲已埠血で、放題軒り最鼻恕領壷笥屯  

穀申拘∴聴氏姓頼軌蝿封鮎旺出軸綽思   

しかL柵鹿脊払嬉辞lゝ届と■」缶政敵吉ふ  

嘩随筆園轟鼓奉轟萄喪章虻臨L′掛咄篭細  

野阜畢華  

三葡濃帝臣喚に和製廊七重く鵜J■岩淵乱世埠  

勤義賊旺鹿筍捷醸療L藩心電師走温故七億熟  

斜憶鹿町已毒廟旺盛観旺軒索郎掛癖相島鈍可．  

、I、キ．、   

葡装置琶青海重た乍芸姓軸動感鼻甲迦削n三  
塵摩勧払轟抽破い癒廓海′小輩L患睡鼻聴牌敲  

垂彗盛唐転甘卓鍵簿と車軸由増感義盛鹿♯苛  

鴫野酢壁刑距嘗和鞋  軽薄・  

囁卵管軍費葺書い汚艶鱒卿帯倦笥てと革命軍  

匝患F定か・臼酷熱駐廃部舗鼻咄軋．牒粥硝慨粗  

密強面も短観惑墟よ惚鮎噸由備軸監   

卸車軸塊鹿妻恵一触土崩軌範触感題  

字蔓草青柳鞋ヰせ嘩喋帯解鴨鞋奉  

献抱腹斡郎澗師塙濃密魁「   

葱感触塵鹿廃車碩諒恕鹿席題魁摺鹿痘鹿魔牡  

鹿虫垂息鞋執草野址か転廟観貯曲由耶嘘：嘩 郵曲野華琴酔鱒蘭鋳督戦榊嘲旺居旦・kで埼  

酌濃妄   

彗潜一議画←丁藩・－慰領海痴だ酵車重鮎倶森当  

齢脅廓詔廟醜鹿蕗密密由蜜榔寝顔鮭尋  

常声草野鞋茹辟も膵草鞋ぜ確革野草鱒軸掟  

機密院展剋喋憩射撃扶軒鞋魂転  

病癖咄融甜彗癒掛恋敵毎払転速戦轟式  

拙世嘩盤嶺屯韓菅畢恵唾見習苛草車重醜  

博も鞋乳価肇稗革帯撃埼寄喋草車齢臥皐√鞘  

確申渡相野い新中奇荒藤億棋院駐巌蜘軒智恵  

鼎「醜由輔鮎1軌曲貯金も褒＝宅鹿り恵．モLぜ致＝  

押印櫛画嘩軸単打揖拍車   

特性如亜一群卜草鞋摺軋新し印情事畢群匙  

鹿糾誠摘牌政事鮎涙劫瑞軒弼鉦嘩躯誌   

竜お軸史宙嵐L轟範蛙車棋恵も命軸備唱蓉  

目檻ノした．  

今年棟華鴨折衝講師陣敵陣㌘野師院   

赦鼻血た島、肺＃用措耕生島鎚茸朝可海  

部剛軍苛む砕こ麿軌恵だI講急に加嘩い軒  

あげ啓こ古郡出蒔掛世帯耳怨憎鹿．   
儒学襟帯他出帯中日．．．観膵班毎苛奮、嘩譜斬  
臆鞄如拙吊由軒由㌦ヰ如廟鳳覿如如拙純拍  

轟憎喪章難口敵社有背避緬如も乎軸軸由  

軍曹草書・  

LF濫漕い鳶五穀盤轟趣顛静狩哺曙よij蘇担典葡  

鹿や私蛭燕挿帯背恵坦軋   

触組感触如拙誠転鹿舶鮒嘘蜘虹崩  

鱒即時御酒呵印埠酎晒晦  

r■  

P  

（撮影二書兼寿徳様）   
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磨蕃  倍邸  
L」▲  

－ 
＿＿．ユ 

ー  

替馳ヰ磨葎幕唾義盛持萄感宜軒鹿は庵鈍感草蕪．蝶軸濃蘭．■J壁慣熟麗轟軌患触  

・廟目許も琴倖癖療畢畢華一轟嘩確卜癖轡壁間環噸曜鞘嘩榊瞞≡』膏甑  

聾唇藩札  

温‡鴨憤勤．靡酔狂   
酵春野中海叫  

厚萄野馳音闇帝農耕救鳳如珊脚揺骨＝  

i壷鮎相加巧塵取   

． ■F脚軌粗感謝瀞蛸礫鳥拙戦操観菊哲   

一触廟蹄顧蹄蛸哩唖輌廟緬   
貴史恕蛸－i・搬亜常態菌励蘭確報措痘裡融恩 

壁声明t樹齢判断酔軒囁削萄噛姫帯且   
由も薗蝉軋   

賄蝉‡芭育五億嵐蕃軒塾譜囁榊感知器酷   

額寧癖轟必嘩野囁．樹下担当鷲・I醜魚卵暫   
藍軋ぜ縁垂範  

・喋蹄構誹革帯噂中城濡讃臓葡＃蒋犠締滞親腰   

勤錘蹄醜蛭息訊唾叫  
牌も醍′朝晩泰盛塘塵三．烏轟竜、激職尊馨背－■   

野単軸顛萄轟萄葺L草野軍学私  
囁胞基車惑臓静合併虚聾鰯敵軍F   

酢塵噂嘩畢葡講義ヒ皇帝駐阜腰鮎憩好   

韓輌軸圃車重掛軸華韓景子軸   
康撮轟塵卓嘩由比鹿遭己雪崩∬萄萎   

一題瞥碩■・琴軍苧．   

鹿紆』†嘩転整推せ転義憩藍÷＝嘩軽   

忘苛■k煮麺億茸．樽猛虎云磐轟萄牒毎官許  

風車軸轟鴎嘘醒軸嘩亨   
摘撫泡．藍塵鉦鼓姦蛙珪F重森替阻ご鼎：   

鷲語草覿畢桂暑博聞臣蹄零点頚臣取  
壊畠菰奏者箪  

照準筆問F■rPl■叩岬評■中＝撃卿甲筆  

触癖壷軸療軸華顔鞄層茫  
癖†摩革草由癒感壷韓類恵折垂範車重画  

筆藍鞄轟聾脚牌青笹築葡社葬  
軸宥雪嶺臆暫』酌婦睾礪抜喚か寧晰・  
徳蒋＝盛戦旗濃三L敵勢牢諾射落＿k一者亀鑑酸鼻．  

畢醜感転向申鴫チ巧手1   
癒銀撞・甘貴地巻垂鹿由腑繰惚臆堀船  

草焼野吏・卦緯≡・ギ≠鞘藩偉引∴薦軒稜鹿  

軸壷匪坤稟軒埠南画柵緒碑嘩：  
換應鞄轟唐鮎盛観翼鞄酵母も崇敬盛土鯨廊  

背鞄＝酔甘慌軒嘩院肺軒苛良師担卑弾着骨  

も軌臓岬嘩細蔚由癖虹  
間輔佐撼：転敢錦欄せ葡操腐蝕鑑晰  

旦喪でサ．   

特産疾患の制度の見直し   

唖嘩醐柑閻姉川牛を組曲L、見直Lを  

行軸うと、針n．む1．軒．酪甘か庵■脊振が行わ九  

て凄ま1」た。こ町たび」その結果が帝背きれ  

乱ド時よ・うに変わりまLた－．大事なポイント  

醍鞭打と癖、矩です。  

1自己負担額の変車   
闇抵  

£恕魁船津磁乱鮎忽頗帝・捕  

・聖博康顧緬覿準萄岬開痕孝準壕   
こ逆転如恕畠虹転せ鹿も感感鹿癖揺碗  

「  

一ヽ   



椚  

頼義情報奄訪封丁職員崩斬   3 特定疾患常置の僧職手続きの  

時期と必要在物   

鼻緒昔虻田甘朝潮阻がl（＝書l計定翌年蘭   

9月串0＝掟．乳杜稚横仰串柿時卑棄苛励   

叫吉に－一郎鳴海牢に変動こ敏昭牒し魁   

車続古畑傭虹・必醇な勅は以下争軋  

①世間世帯中値礪部  

嘩源泉琳収熟も・し引ま抱起中暫亜幻曝L   

煎㌧紺礪姐掴招栢紳輔囲酎離船軒蹄購掛寧控   

凝ります．癖レ引甘当職痕薬療鮎せ少ダー一   

拍√感性蓋い1和地墟軸牌儲．セン博一に脚い昏  

望廟柵庫辞イ‾芳  

醇‾パー巨サー曲線  

替軌貴子です中  

里嫡撫fも 東棟噴  

射噂鮭籠職孟廿■，消  

化器札 付牌舶思  

辞鼻ん・訪巷七人懐  

き組てい生す．   

呈だ立だ示牡鹿  

市島劇軒が重く、  

皆楳忙憧ご連番争お柳田いたLており鼓す  

が．歓心直忘れヂ頑頻り青い重たいと値甥  

て知り苦す。  

自．芭乳担囁麿蘭倭  元気忙退院されていく患者軋ん動酷顔や  

恥骨宅だ轟い  

l－  

ー・旨がこ丸から申仕組瑚瓢削三  

な吋丁重サま■す。   

検僅吏相場所尊、ごポ鯛な鹿離  

ございまLた告串葡頓に声春掛け  

て下卓■いu  

画・膚 区 分 
人．鹿  如来むど  

且 
取計中心藩邸南画村民洩顛♯  

j．8   0 
捷郡場脅  

盤軒甲聯帯革融■軒鴫野  

軸鵬癖蕗毎   
4．．．蕗や・ 

生新中心者癖顔中面韓塊韓  
昏   郎準酎＝凱・細心＝醇以下  

噛昏   

産廃ヰ走者閻細菌革画商鹿森  
ロ・   韓鞋軒肝1・払i範＝ト1円鼎上  

普軋＝■8甘別訪F酪囁晋‾   

生計中心草助肝草野所籍埠野  

E■   税牢革が早¢，‾中日1．，lTl峡上  

惑軋や1押間組下府堵杏   

生計町中華ゃ申年東研稗確翠  
厨   嘩卵乳勘＝＿．卓■．ロ1＿円＿堪上‡ヰ  
8，．q■．．88円・以下申特車   

生計中心者ぬ前車舟所帯確誇  
G・   療串劇・軒14．臥．ロ瓜・1冊軋  

上申掛合   

鮮轟番単為唖計中埠曹菅番長時  

妹i轟根菜町簾田した宮野拗二  

鞍韓音量礁蓉希望首百己酷拐席  

唐音起せ義弘  

】．「冊町拙臆我が非戯親酔顔脊」と＼は当麻申渡左耳捲1拝励起盟串内層月豊醍什奮甫うj  

においで脚丁柵蜜税が鉄棟省軋てい蜘、晩鮎薗瑚鹿骨酌、軋  

11）円瀬林申囁故が生㌍た犠奇特．．切町捨て尋叶  
離幹む古により・咋准l剛こ嘩鼎があっコた墳藩棟艶によ椚楓山地に煎餅鹿駐吋頂   



（串  

垂員会のご紹介   

札蝉稚囁帝膵で牲、極々巾辞染秦野散乱繋忠でよ轡よい曜轟奄ご担韓出来魯よぅ  

寮鞄でいます七こ掛中掛ら卑帽繰越触軸簸重鎮会由億吐癒惑庵迂麗諭町境Lます．  

感染対策委貝丑   

串痢薗守康鰊鼠肝雄などいままでに発見  

き軋た細轟奇骨ヰ廊剤またく重みあ世羞ずi 

し掛し轟琵軽微っでも包且揖石塚封‾l阻恕  

．ど、ま磨盤だ軒Lいも粋が出で啓耳い・卦軋 

病院畔輯気に確ヰてLまサ粗方酵圃碩野草  

轍掟訪れるところです定曝せによっ引まヾ尊  

講感梶鏑より暴く脚軒麻蕪辞い・呑七ころか包  

Lれ果せん。   

春先陪世界を蘇ねてさせた畠Al竜巻騒動を  

テレビ欄苦い号」稚内で郡市染噸ろし塵  

軋警宿せし甘患苛も感じさせで乾蹄喪心膣．   

軋龍北椴感懐鹿血振動臓熱軸軸許軌．東昔  

掛・稗助手術草す苛輯院で」棒杭力御車い患   

宥畠鮎如碁射場ウL堰い生す飽   

こ拇若き在卸商シ甲骨イル鹿麿ど抑＝ように  

封じ込ぬ，患者さん勧離柏す董軸唾横軸  

L．紺野鼻誇．E萎碍が感鞄対策重点葛です叶   

乗造機闇軒層麺串牽ため速く勝れた曳こ  

塾にもあ彗・とい巷間に感染が広が愚痴苺熱が  

轟智恵廿。抽骨組毎杜世界共通の間帯です。  

疎密な情報密各方面か転収集L、当碗ではぜ  

再度蕎粒形モ応用でき蕃軸∃偉沓敵背由代表  

菅が無季華考えますi碑特番碗でた培瓜軒帯  

とLて、卑で壮彗藍酔敵旺起った♯軌当院  

で桂ずり空前敷島簸り見れ、来車申嘩麿断  

勘こ粗認塾揖習い番のです．  

一ヽ   

編集後記；例年よ帖日間早く大雪山に雪が  

騰世蓋した．札幌癖軒酔医事紬端岡もなくで  

す。劉嘘あ嶺山増聞に臆り過ぎていきます。  

刊常に拭醸背約駕森席が席供Lてく・野酌l  

菓L箆撃其蓉俵缶せていただ曹乱鑑。策は  

ヱ沖且塵紙Lて：いて、故山℡下垂敵方蛙い  

各町鱈確か市費でした。惑ぬで瑞穂だも叶  

い弔だけではな実写某までゴ捷地下雛壷こと  

に尉旭建うご酌ヽ常軋丑ルムは皆様昭ご薔  

克とご換地で滞ら軌誓い生オ。 麻紀・牒出   

薦欄軒敵軍背教黎軒乾  

し棚常軒醜軒嘩感弛藩1白笹薮醜鼓  

す一巌噸骨潜遠藤青竜轟菅剤‰  

軋由緒車卑轟渾   

‾気微酔静聴辞毎康勝瑠射倭耳習  
鱒ヰ申疎腔嘩覿眉卸上軸立替  

乱射訴卸値軋  ■喋脚酵鱒呵嘩捌蠣腱  

藤樹師雛掴■車輌・＿酬癖軒・嘩謝郵軒・  
柵鵬才恥先軌－．蜘醐樹■鵬■軒i  

脚・欄間嘩西野  
騰 帯革   

鵬由捌醜搬卸蕗：辱佃亭．貞l痩  
†丘L＝．、軒l・偏在6‡蛙性l  

軸．±軸・牌華嘩  
轟血炭塵l確由感触蝕朋鴫  

環講考舟場嘩愚・荷  

■■■一－√■▼▲・▲ 唾一謳撼－・摩・；輌軒㌔油蝉≒両軸伴珊醜．・岬寧  

優艶野ヂ苛愚漂頼廟葛痍喪輔  
赦車墟垂革紐よ鰯短帯肘蹄鈍鮎総酷  

艦豪瑚欄＝開削越晴甘掛囁軒パ開脚・  

席感触廟轟麺直頑卓嘩輌廟師轟音  
触触∴師詠触血痕軌点呼ぜ嵯配  

転準配布帯解嬉覇琶啓卓鞋尉郡醜療ヰ野  

中車軸控・軸嘘噸嘩！齢し骨折轟  
・患  


